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③ A地域行事への積極的な参加
・「位山トレイル」への生徒のボランティア参加
・「一之宮文化祭」への参画および運営

生徒が、「やってみたい」と思える
教材を提示した授業づくり

・各教科アンケートにおいて、それぞれの教科が
「好き」「とても好き」との回答が９０％以上

生徒が、「自分で考え、求め、答え
を出す」という営みを大切にした授
業づくり

・各教科アンケートにおいて、それぞれの教科が
「わかる」「とてもわかる」との回答が９０％以上

生徒の願いやアイディアを大切に
した生徒会活動の充実

・前期生徒会、後期生徒会主催行事の実施。およ
びその満足度９０％以上

「なりたい自分」づくりを活用した
キャリア教育の展開

・「なりたい自分」に向けて、マンダラチャートを活用
した計画及び生徒同士の意見交流の実施

「にじ色」での”自分で決める”を尊
重したサポート体制

・「にじ色に入室してよかった」との回答が９０％以上

生徒一人一人の居場所づくりおよ
び支援体制

・本校…専門家の助言をもとにした支援の実施
・にじ色…各月における出席率８５％以上

令和７年度　高山市立宮中学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　大坪辰也　　
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

学校運営協議会における主な評価内容

・育てたい資質能力に対して、学年相応の対話的な授業が仕組まれている。
・時代にあった教育をしているのが分かる。特に、生徒一人ひとりに対して寄り添う丁寧な対応や指導が良い。
・宮笠プロジェクトは、地域の課題とリンクした取り組みでありがたい。一之宮の桜など、地域の求めている課題をともに解決していく営み
を大切にしてほしい。地域も呼びかけてもらえれば積極的に協力したい。
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○教科が好き…91％　授業がわかる…93％
　必然性のある課題提示、一人学びと対話の時間の確保、低位
の生徒への机間指導、ストップ授業　等の授業改善に取り組ん
だ。教員の指導力の改善には余地があり、教員自らの主体的な
授業改善体制を構築する。また、生徒の学習の定着には個人差
があり、一人ひとりの学習状況を把握し、それぞれに合った支援を
行う。
○生徒会活動や学級での役割等、学校生活や行事の取組に
満足している…92％
　生徒と目的を共有し、生徒の願いを尊重した活動を実施した。
活動の精選や見通しをもち、効率の良い運営を行う。

○行事の満足度…95％
　保小中、まちづくり協議会、支所等が連携し、合同運動会や防
災教室の充実を図ることができた。
○宮笠保存プロジェクト（笠ヒデクラフト体験教室、東京でのＰＲ
活動等）や合唱指導など、地域人材の活用や連携ができた。
○地元企業（ブレス・ヒットネットＴＶ）から効果的なプレゼンを学び
総合学習発表会では動画等、新しい形で学びを発信した。
○位山トレイル、生きびな祭り、一之宮文化祭等、地域イベント
に多数の生徒がボランティアで参加した。
　保小中や地域団体との繋がりや地域財産の活用を一層進める
とともに、一之宮学のカリキュラムを見直し効率化を図る。

○なりたい自分をのために目標をもって取組んでいる…94％
　マンダラチャート作成及びPDCAサイクルで具体的な目標設定と
自己評価を行った。相互評価を取り入れ、多角的に自己の成長
や課題を実感できるよう努めた。
○にじ色に入室してよかった…100％
　登校しづらい生徒に対しても、丁寧に個々の願いを受け止め、
自己決定による支援に徹した。
○橋本先生・松下先生の懇談…本校5名
○医療受診の助言を基にした要支援生徒対応…本校7名
○にじ色平均出席率…８０％　　(８４％　オンラインを含む）
　専門家の助言を基に、保護者と方策を確認し一人ひとりの居
場所づくりに努めた。さらに、生徒の居場所となる教室環境等の
充実を図る。
　にじ色の出席率は月によって差があり、長期休業後の支援に力
を入れる。

保小中が連携した一之宮学園構
想の推進

・合同運動会の実施および満足度９０％以上
・防災教室の開催および満足度９０％以上

地域の人材や財産を生かした事業
の推進

・「宮笠」の保存活動への計画立案および実施
・地域人材を活用してのプレゼン教育や合唱指導
の実施


